
課
題
意
識
に
も
と
づ
-
学
習
指
導
の
実
際

-
　
古
典
教
育
の
は
あ
い
1

下
　
　
田

l
　
実
践
経
過

H
　
昭
和
三
十
九
年
八
月
二
十
二
日
、
教
育
課
程
研
究
集
会
(
於
福
山
)
に

お
い
て
,
前
年
皮
の
実
践
に
も
と
づ
き
、
「
古
典
読
解
に
お
け
る
文
語
の

き
ま
り
指
導
の
実
際
」
と
超
し
て
発
表
し
た
O
そ
の
時
の
具
体
例
と
し
て

「
課
題
意
識
に
も
と
づ
く
学
習
指
導
の
実
際
」
を
不
し
た
。
(
広
島
県
高

等
学
校
教
育
研
究
会
国
語
部
会
誌
「
年
型
ハ
」
を
参
照
)
　
し
た
が
っ
て

自
分
の
、
つ
た
な
い
課
題
学
習
の
あ
ゆ
み
は
昭
和
三
十
八
年
度
か
ら
は
じ

ま
っ
た
こ
と
に
な
る
。
手
さ
ぐ
り
で
自
分
な
り
に
は
じ
め
た
こ
の
あ
ゆ
み

は
,
今
に
し
て
暗
中
模
索
の
城
を
脱
し
て
い
な
い
。

o
　
こ
こ
に
提
示
す
る
も
の
は
、
転
勤
以
来
、
尾
道
北
高
校
で
新
た
に
出

発
し
た
四
十
年
四
月
か
ら
現
在
(
四
十
二
年
十
月
)
ま
で
の
あ
し
あ
と
で

あ
る
。
四
十
年
四
月
に
入
学
し
'
来
年
三
月
卒
業
予
定
の
生
壁
石
五
十

名
を
三
年
間
持
ち
上
っ
た
学
習
指
導
の
報
告
で
あ
る
。

l
　
ね
ら
い

H
　
生
徒
の
側
か
ら

川
　
学
習
活
動
の
主
体
化
　
I
(
生
徒
み
ず
か
ら
ど
ん
ど
ん
読
解
の
作
業
を

進
め
て
行
け
る
よ
う
に
)

脚
　
学
習
の
内
所
的
な
深
化
　
-
　
班
解
の
完
全
化
(
読
み
を
拙
り
下
げ
'

読
解
鑑
賞
を
深
化
し
、
完
全
に
す
る
)

は
　
発
展
的
学
習
の
推
進
と
応
用
力
の
培
か
い
(
そ
の
教
材
の
理
解
を
完

全
に
す
る
ば
か
り
で
な
-
、
発
展
的
に
追
求
し
よ
う
と
す
る
意

欲
の
も
と
に
、
他
の
関
連
教
材
を
読
む
1
読
解
・
鑑
賞
の
応

用
力
を
つ
け
る
よ
う
に
)

川
　
集
団
思
考
の
よ
ろ
こ
び
(
グ
ル
ー
プ
そ
の
他
み
ん
な
で
相
談
し
な
が

ら
課
題
を
解
決
)

脚
　
柁
r
.
-
r
r
.
何
3
(
自
己
^
5
0

日
　
教
師
の
側
か
ら

‖
　
学
習
目
標
、
学
習
の
方
法
・
順
序
の
提
示
(
こ
の
教
材
で
は
ど
う
い

う
こ
と
を
、
ど
の
よ
う
に
し
て
、
ど
う
い
う
順
序
で
、
を
は
っ

き
り
示
し
得
る
)

は
　
教
室
で
の
学
習
の
有
効
化
、
能
率
化
(
学
習
の
ポ
イ
ン
ト
を
は
っ
き

り
で
き
る
の
で
、
重
点
的
学
習
が
推
進
さ
れ
'
し
た
が
っ
て
有

効
で
能
率
的
に
学
習
が
進
め
ら
れ
る
)

糾
　
指
導
項
目
の
整
理
と
体
系
化
(
年
間
を
通
し
て
'
あ
る
い
は
三
学
年
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間
を
通
し
て
軌
珂
望
叫
瑚
到
七
教
師
自
身
は
っ
き
り
で
き
る
。

指
導
す
る
こ
と
が
ら
が
大
き
く
抜
け
た
り
、
同
じ
項
目
だ
け
い

た
ず
ら
に
詳
し
-
な
っ
た
り
し
な
い
で
'
発
達
段
階
に
応
じ
て

大
き
な
見
通
し
に
立
っ
て
指
導
計
画
を
立
て
へ
さ
ら
に
実
践

の
あ
と
を
な
が
め
指
導
項
目
を
整
理
し
な
が
ら
進
む
こ
と
が
で

き
る
。
)

Ⅲ
　
課
題
作
成
の
手
続
き
と
方
法

乙
-
　
　
　
乙
1

1

ノ

　

ノ

　

　

ー

r

ノ

日
一
年
・
二
年
　
三
年
　
の
教
材
を
見
通
し
て
、
指
導
計
画
の
大
綱
を
決

め
た
。

1
年
　
-
　
読
附
の
兆
礎
に
な
る
「
文
語
の
き
ま
り
」
に
つ
い
て
の
知
識

と
理
解
を
1
通
り
与
え
る
こ
と
に
力
点
(
共
礎
力
養
成
)

二
年
!
読
解
の
応
用
力
を
養
う
た
め
に
、
読
み
の
深
ま
り
を
志
す
こ

と
に
禿
点
(
「
文
語
の
き
ま
り
」
の
理
解
も
う
ず
ま
き
状
に

複
召
し
高
め
な
が
ら
)

三
年
1
-
読
解
力
・
鑑
賞
力
の
完
成
を
め
ざ
し
た
。
(
「
文
語
の
き
ま

り
」
に
つ
い
て
z
j
r
^
.
'
.
-
j
i
r
'
詛
'
'
-
,
聖
:
.
:
的
に
叫
山
^
蝣
)

こ
の
よ
う
な
見
通
し
に
立
っ
て
各
学
年
毎
に
「
指
導
計
画
表
」
を
作
成

し
た
。
〔
.
'
J
-
*
~
-
'
-
'
*
,
J
"
*
-
9
*
-
^
a
*
A
>
*
蝣
?
*
-
^
^
_
<
*
・
-
-
_
†
午
柑
叩
J
m
小
;
-
i
r
貢
〕

川
　
単
元
・
教
材
に
即
し
て
具
体
的
な
指
導
目
標
を
立
て
た
。

脚
　
指
導
目
標
に
応
じ
た
指
導
項
目
を
段
階
的
斑
点
的
に
、
し
か
も
ら
せ

ん
状
に
配
列
し
た
。

f
I
H
　
教
材
研
究
を
お
こ
な
い
、
そ
の
過
程
で
出
て
来
た
指
導
項
目
も
あ
わ

せ
て
、
計
画
表
の
指
導
項
目
ら
ん
を
う
め
た
。

脚
　
数
材
研
究
の
過
程
で
生
ま
れ
た
読
解
上
の
問
題
点
や
鑑
貿
上
の
醍
醐

味
を
核
に
、
そ
の
教
材
の
指
導
目
標
・
重
点
指
導
項
目
と
密
接
な
関

連
に
お
い
て
課
題
を
作
成
し
た
.

脚
　
数
窮
で
芯
図
す
る
能
力
が
段
的
的
に
お
さ
え
ら
れ
る
よ
う
に
指
導
朋

序
を
考
え
て
配
列
L
へ
プ
-
ン
ト
し
た
。

(
円
窓
点
)
　
重
点
的
指
導
項
目
に
つ
い
て
は
、
そ
の
項
目
の
学
習
が
ら

せ
ん
状
に
反
復
す
る
よ
う
課
題
化
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
o
相
当

ヽ

　

ヽ

　

ヽ

に
認
識
が
深
ま
っ
た
時
期
に
、
ま
と
め
を
し
て
理
解
と
知
識
の
確

認
深
化
を
は
か
る
よ
う
に
し
た
。

40-

〔
資
料
I
〕
　
一
年
古
典
乙
-
指
導
計
画
表
　
　
　
教
科
書
「
古
文
1
　
(
古
典
乙
(
,
¥
　
　
二
年
用
」
　
(
東
京
書
籍
)

描

文

k-1
iima
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㈹
　
各
段
落
で
作
者
の
意
図
を
と
ら

え
る

帥
　
作
者
の
も
の
の
見
方
や
描
き
方

の
特
色
を
と
ら
え
る

H
　
表
現
の
特
色
を
確
認
す
る

(1) (6)  (5)  (4) (3)  (2)  (1)

発主要見事未発尼の文て随
見題旨　　柄の端括関と　の筆

文　　　と型と法孫文精と
の　　　悲　　柊　　　と成　し

川
　
文
の
構
造

(
主
述
'
主
語

省
略
)

"
　
V
-
描

(
対
句
、
比

Q
)

は
　
倒
置
文
と

平
叙
文
、

反
語
文

糾
　
結
び
の
省

略

(6) (5)

相
入
句

助
詞
の
省

略

‖
　
心
情
語
と
対
象

-
1

i
m
=
i

は
　
助
動
詞
　
(
抱

曲
、
仮
定
、
希
望
、

椎
丑
へ
比
況
、

可
能
'
退
去
-

「
き
」
と
「
け

り
」
尊
敬
'
強

意
)

助
詞
(
係
助
、

副
助
)

三四三七三-Iヽ　　　ヽ　　　ヽ　　　ヽ

三九三八　　六ヽ

⊂⊃　　　　-1一
ヽ　　　　　　　ヽ

五　　四

㈹
　
物
語
の
構
成
を
と
ら
え
る

帥
　
敬
語
に
注
意
し
て
人
物
関
係
を

つ
か
む

H
　
人
物
の
心
情
の
推
移
を
た
ど

り
、
古
代
人
の
生
活
思
想
を
導

き
出
す

(2)
S
K

説
話
伝
承

の
型

段
落
と
段

i
-
^
上
Q
間

係
(
並
列

Pi)散
文
中
の

和
歌
の
は

た
ら
き

古
代
物
語

の
描
写
性

会
話
文
と

地
の
文
と

の
関
係

文
の
種
類

文J> ~1̂
止

汰v
-
v
 
w

語
の
省
略

人
称
代
名
詞

敬
語

(
悶
精
霊
詔

助
動
詞
(
尊
敬
、

使
役
、
受
身
、

抑
H
、
r
a
-
r
i
r

完
了
、
伝
聞
)

助
詞
　
(
副
助
、

接
助
)

接
頭
語
、
接
尾

^
z

l iW

敬
語
の
ま
と

課
題
一
、
二
'
八
、
四

〝　　〝

六七五九六

三五　　三
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一
'
-
i
^
^
'
-
K
!
S
S
A
J
G
S
g
^
^
S
^
^
g
g
i
g
%
I
'
1
1
1

w
g
^
^
G
Q
S
ォ
l
*
^
^
-
J
g
i
;
V
k
>
*
6
^
E
a
j
i
l
'
^
#
^
%
l
'
S
'
4
^

^
f
f
l
o
-
a
s
s
*
*
蝣
i
i
S
A
j
G
g
ォ
s
j
g
'
f
c
-
S
^
f
f
1
-
ォ
*
^

[
f
^
J
I
)
%
,
]
.
,
,
|
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〔
資
料
-
〕
　
二
年
古
典
乙
I
指
導
計
画
表

六

代随　日
in urn融

S
v
　
　
　
4
^

指
　
　
　
導
　
　
　
目
　
　
　
標

trai

鑑
芯
関
係

文
語
の
き
ま
り
関
係

課

題

と

の

関

連

A
　
舟
路

B
　
后
の
位
も

何
に
か
は

せ
む

㈹
　
各
段
落
に
お
け
る
作
者
の
関
心

事
を
つ
か
む

帥
　
日
記
　
(
紀
行
)
文
中
で
の
歌
が

.
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
考
え
る

A
川
　
書
き
出
し
の
体
裁

は
　
惜
別
の
惜
I
特
に
土

地
の
人
の
そ
れ

理
由
-
(
も
の
の
見
方
)

川
　
女
児
な
き
悲
し
み
'

仲
暦
の
心
境
と
の
此

陀
望
「
な
り
」
の
弁
別

指
示
語
と
文
脈
把
握
の
関

係修
飾
と
被
修
飾

課
題
一
、
五
、
一
九

〃
　
二

〃
　
四



C
　
う
つ
く
し

・
き
も
の

い
　
作
者
の
も
の
の
見
方
、
感
じ
方

を
表
現
に
即
し
て
と
ら
え
る

鮫
、
古
代
人
の
信
仰

(
関
心
郡
)

作
者
の
浪
没
的
性
向

的
蝣
J
へ
E
j
付
u
~
 
-
」
-
'
'

師
仏
信
仰

文
学
へ
の
あ
こ
が
れ

鑑
T
を
」
の
弁
別

h
t
層
法

比
較
的
長
文
の
理
解

文
体

作
者
の
美
志
識
(
色
彩

感
、
知
的
趣
味
)

酒
落
の
理
研
川
人

間
間
作
(
」
・
譜
に
注
i
'

-
i
)

自
賛
の
型
脚
末
文

C
-
.
'
-
-
-
;
川
K
^
:
'
J
」

感
想
の
区
別
(
心
理
自

照
)
-
「
九
月
ば
か
り
」

描
写
の
方
法

美
的
感
覚
を
示
す
語
「
べ

し
」
の
意
義

修
飾
と
被
修
飾

敬
語
表
現
(
尊
・
謀
・
丁
)

椛
文
(
か
か
り
受
け
)

主
、
述
、
修
、
被
修

生
^
f
~
i
:
j
譜

課
題
二
二
'
二
九
、
三
〇

〃
　
六

〃
　
二
、
五

〃
　
二
間

」
・
;
!
法

既
習
の
敬
語
法
(
動
詞
・
補
助
動
詞

・
助
動
詞
)
　
に
つ
い
て
'
そ
の
用
例

を
分
類
し
'
整
理
復
習
す
る

人
物
関
係
の
は
あ
く
へ
微
妙

な
心
班

主
語
、
省
略
主
語
の
は
あ

s
o

七
　
物
語

(
岳
代
二
)

A
　
筒
井
筒

(
後
日
物
語

を
補
プ
リ
)

㈹
　
歌
物
語
に
お
け
る
主
題
の
と
ら

え
方

的
　
長
編
物
語
で
登
場
人
物
の
心
情

を
と
ら
え
る

M
　
歴
史
物
語
で
人
物
の
心
理
の
動

き
を
た
ど
り
主
題
を
と
ら
え
る

A
川
　
贈
答
歌
に
よ
る
幼
い

桁
純
な
恋

人
間
伶
(
舶
脚
か
鷲

E

∵

∵

-

.

人
物
の
心
理
表
出
の
精

級
さ

時
間
空
間
の
推
移
、
散

文
中
の
歌
の
効
果

起
・
承
・
転
・
結
の
構
成

「
な
む
」
の
弁
別

「
せ
」
の
弁
別

和
歌
の
技
法
(
縁
語
へ
暗

協
へ
機
知
)

主
語
の
は
あ
-
'
客
語

省
略
「
の
」
「
を
」
「
に
」

の
弁
別
自
称
敬
語

課
題

〃s5〃〃

1七'
1ニ、

一九、

二
六
、

三
六
へ

三
'
四
、
1
0
、

二
八

7
'
1
弓
　
n
.
'
h

宍翠七
六
'
七
九

44



八
　
物
語

(
中
世
)

九
　
語
録

'

-

.

・

3

.

B
　
野
分
だ
ち

て

C
　
公
任
と
遺

長

3
S

T
]

34
mc

川
2

段
落
の
要
旨
と
主
題

人
物
の
登
場
の
さ
せ
方
'

心川- '-:-S

自
然
と
人
物
の
心
情
と

ハ_r_-y-

時
刻
の
推
移

散
文
と
和
歌
(
場
所
の

*

蝣

:

蝣

蝣

)

人
間
像
の
は
あ
-

(
性
格
・
心
理
)

筋
の
展
間
と
主
題
　
(
行

動
描
写
と
対
話
)

文　　れfctS-c'S

「
た
ま
ふ
」
の
弁
別

「
の
」
　
「
に
」
　
「
を
」
の

・TT別
口
堅
尚
尊
敬
他
敬
語
表
現
、

終
助
「
な
」
と
人
物
の
心
境

-

蝣

'

'

・

-

I

〃
一〃

　
三
、
l
四
へ
　
云

〃
　
八

祇
閑
精
舎

の
　
作
者
の
人
生
機
を
表
現
を
通
し

て
考
え
る

帥
　
串
件
の
推
移
を
読
み
取
っ
て
当

時
の
思
想
社
会
の
中
で
武
家
と

し
て
の
人
間
係
の
造
型
を
と
ら

え
る

H
　
物
語
の
構
成
の
巧
み
さ
、
語

法
、
語
い
の
特
色
を
理
解
す
る

234

i.O、h-

無
常
観
、
思
想
的
非
盤

H
I
I

㌣蝣- jyr~,.'zt-::̂
,一班日付

.[3汁
州
^
i
Q
i
-
r
^
i
M

武
家
の
立
場
(
旧
貴
族

勢
力
と
の
対
比
)
四
日

作
者
の
創
作
上
の
立
場

川'-,'J

(
=
叫
　
塁
・
S
f
'
-
r
i
'
川
拝

合
戦
装
束
、
合
戦
の
前

座
t
 
i
E
パ
打

対
句
、
七
五
調
へ
比
愉

対
句
形
式
1
破
綻
I
・
論
旨

E
S

印
　
氾
+
:
<
文

<
?
」
用
語

指
K
M

物
語
の
伏
線

文
脈

擬
態
、
擬
音
語
'
音
便

世
の
語
法
ま
と

八完九七六三六四-:

・*'>-　、　　′1 ・　(I.

六　　八　　　　　七
ヽ

-t_-

A
　
善
人
な
は

も
て
往
生

を
W
'

B
　
色
心
二
法

と
も
に

㈹
　
読
解
を
通
し
て
高
い
人
間
精
神

に
ふ
れ
'
も
の
の
見
方
、
考
え
方

を
汀
・
r
-
,
f
.

帥
　
文
脈
を
確
実
に
た
ど
っ
て
論
旨

を
理
解
す
る

A
川
　
作
者
の
人
間
概

脚
　
本
町
他
力
、
浄
土
真
宗

cj」-苅

B
川
　
流
罪
に
際
し
て
の
感

m

脚
　
愛
弟
子
へ
の
い
た
わ
り

の
心
情

敬
語
表
現

追
歩
式
構
成

逆
説
的
表
現

漸
層
法
、
省
略
語
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十
　
俳
諮

C
　
習
道
智
の

事

C
H
　
習
迅
(
「
安
き
位
」

に
至
る
)
段
階

は
　
「
安
き
位
」
　
と
「
大

事
」
と
の
関
係

指
示
語
'
主
語
、
客
語

双
括
式
構
成

A
　
奥
の
細
遺

B
　
近
世
の
俳

句

㈹
　
俳
文
の
底
深
く
息
づ
-
作
者
の

感
動
の
起
伏
を
と
ら
え
る

帥
　
各
俳
句
の
主
題
を
感
じ
取
り
へ

そ
の
創
作
事
情
を
も
調
べ
る

;
　
俳
文
の
特
質
と
俳
句
の
語
法
を

理
解
す
る

A
川
　
旅
へ
の
執
念
、
あ
こ

が
れ
(
諦
念
的
決
意
)

2) BCD (6) (5)(4) (3)(2)

別
離
の
惜

地
の
文
と
俳
句
と
の
関

係排ri'iCSC's- -式

旅
中
で
野
犬
と
の
心
の

ふ
れ
>
r
,
い

懐
旧
の
悲
哀
(
歴
史
の

想
起
)

古
典
、
古
事
の
引
用

初
案
'
別
案
と
の
相

逮
-
味
読

問
述
し
た
俳
文
の
引
用

読
解
「
奥
の
細
道
」
「
野

晒
紀
行
」
「
笈
日
記
」
「
嵯

峨
日
記
」
「
質
の
小
文
」

「
風
俗
文
選
」

「
軽
み
」
「
わ
び
」
「
王
朝

趣
味
」
「
近
代
性
」
「
感
情

移
入
」

対
句
構
成
'
文
の
か
か
り

*?.け
比
倫

副
詞
(
「
そ
ぞ
ろ
」
異
説
)

助
詞
「
も
の
か
ら
」
「
も
」

「
の
」
　
「
に
」

v-iiir,:ii

助
詞
「
を
」
「
ぞ
」
「
や
」

宇<-'cリ

文
法
上
の
破
格
、
正
格
比

秩助
詞
「
k
」
二
面
的
要
素

粒
慨
心
語
「
の
っ
と
」
二
面
性

切
れ
字
「
や
」
の
利
き
目

季
語

併
記
の
修
辞
法
ま
と

′′　　〝　　〝　　〝　　〝

/:Tj P・:. !"-て

~ ∴・7　　A

七二　　　⊂⊃

〃
一

〃
一〃

　
二

〃
一〃

　
二

〓
　
小
説

巳
I
Z
M
闇

㈹
　
作
品
に
あ
ら
わ
れ
た
近
世
町
人

の
生
き
方
を
つ
か
む

叫
　
人
間
像
を
心
理
、
性
格
描
写
か

ら
と
ら
え
る

㈹
　
修
辞
法
の
特
色
を
き
わ
め
効
果

を
考
え
る

要
旨
と
主
題

登
場
人
物
の
人
間
像

(
亭
坊
'
I
I
]
人
の
男
女
、

箱
屋
の
九
蔵
.
.
.
)

作
者
の
人
間
観

段
落
相
互
の
関
係

-
転
換
型

告
白
体

「
あ
は
れ
」
「
を
か
し
」
意
味

「
わ
れ
」
「
わ
れ
ら
」
変
遷

近
世
の
語
法
ま
と

課
題
7
'
六
'
九

〃
　
七

〃
　
〓
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〔
'
蠎
-
ォ
〕

描

指
　
　
　
　
　
導

&
　
　
　
　
　
　
c

内
容
把
握
・
鑑
賞
関
係

文
語
の
き
ま
り
関
係

課

題

と

の

関

連

t
古
代
の

文
学
H

A
　
古
事
記

B
　
万
芳
井

㈹
　
古
代
人
の
信
仰
や
生
活
に
関
す

る
理
解
を
深
め
読
解
力
を
つ
け

る
(
古
事
記
)

帥
　
各
歌
人
の
境
遇
や
そ
の
関
心
な

ど
を
識
別
し
、
表
現
に
み
ら
れ

る
強
力
な
個
性
に
ふ
れ
る
　
(
万

&
.
m

M
　
読
解
を
通
し
て
上
代
の
語
法
の

あ
ら
ま
し
を
理
解
す
る

A
川
　
「
古
事
記
」
の
成
立

印
情

け
　
r
'
蝣
蝣
-
蝣
^
と
即
諾
日

間
　
歌
謡
の
形
式
(
短
歌
、

片
歌
、
未
定
型
)

6) (5)(4)

古
代
人
の
信
仰

地* *****蛇- ~-rr-J詣

主
人
公
の
狼
,
慢
性
と
悲

劇
性

B
H
　
感
動
の
中
心
　
(
各
短

歌
に
つ
い
て
)

は
　
長
歌
に
お
け
る
主
題

惜
別
、
哀
憐
'
讃
嘆
、

愛惜、,

川
　
作
討
O
i
~
通
と
作
帖
.
-
5
T
i

惜

川
　
和
歌
に
お
け
る
付
属
語

の
占
め
る
ウ
エ
イ
ト

「
-
せ
ば
～
ま
し
」
の
呼
応

形
容
詞
の
未
然
'
巳
然
形

の
古
形
「
-
け
」
「
I
し
け
」

接
読
詞
「
す
な
は
ち
」

助
動
詞
「
ゆ
」
　
「
ら
ゆ
」

「す」

補
助
動
詞
「
ま
す
」

助
詞
「
よ
り
」
　
の
古
形

「
よ
」
　
「
に
」
　
「
と
」

「
も
」
　
「
な
」
　
「
の
」

「
や
」
　
「
が
」
「
の
み
」

「
し
」
「
を
」
「
ど
も
」

長
歌
の
構
成

の
助
詞
、
助
動

二
古
代
の

K
f
t
ロ

A
　
枕
草
子

B
　
源
氏
物

t
f
‖

>
.
3

㈹
　
枕
草
子
各
段
の
主
題
、
構
成
を

考
え
作
者
の
人
間
像
を
と
ら
え

る

帥
　
源
氏
物
語
、
筋
の
展
間
、
文
ォ
-

構
成
、
登
場
人
物
の
心
境
'
心
情

の
推
移
を
と
ら
え
る

㈹
　
大
鏡
の
文
章
構
成
へ
人
物
や
事

A
H
　
作
者
の
性
格
(
人
間

像
)

脚
　
主
題
と
梢
成

間
　
当
時
の
門
俗

B
H
　
「
明
石
」
「
松
風
」

わ
た
っ
て
　
「
琴
の

琴
」
の
果
た
す
役
割

文
輩
構
成
と
の
関
連

と都に

形
容
詞
と
作
者
の
心
情

「
す
さ
ま
じ
」
「
わ
び
し
」

「
あ
い
な
し

「
に
く「　　　　　　　　「　　ヽ

はたれおし

なししか

しl〒≒ L
l〒ねつ≒

づしなど　と
「
わ
り
な
し
」

戦萱
鐸ESSS

「三九四百八三
ヽ

A一　　芸岩五

1_i

-47



三
中
世
の

m
i

C
　
大
鏡

件
に
対
す
る
筆
者
の
批
判
精
神

を
と
ら
え
る

肖
　
平
安
時
代
の
こ
と
ば
の
き
ま
り

に
関
す
る
事
項
を
確
実
に
す
る

4) (3)　　(2)

r
A
--'
化

「
薄
雲
」
-
明
石
の
君

の
心
情
の
推
移

右
の
各
々
の
問
に
登
場

す
る
源
氏
、
弘
徴
殿
へ

朱
雀
帝
、
明
石
入
道
へ

石「凪
」Loun

ヒに君石
おの」
け心に
I:1 1こ:'i :t ;

そとけ
れ「る
と松明

尼
君
、
紫

心
理
の
動

の
上
な
ど
の

さ
と
の
交
錯

C
川
　
道
兼
の
策
謀
と
乗
ぜ

ら
れ
る
花
山
院
帝
の
心

蝣

f

c

-

脚
　
花
山
院
出
家
に
つ
い

て
'
大
鏡
と
栄
華
物
語

と
で
作
者
の
見
解
の
相

?
3

(3)

RfS-Li
ヽ<

道の
;)!ヒC-J

動
か
ら
性

・
道
隆
と
比

敬
語
法
と
主
述
関
係

助
詞
「
を
」
の
弁
別

構
文
(
か
か
り
受
け
)

掛
詞
へ
縁
語

省
略
語

構
文
'
文
脈
と
心
情
語
い

段
落
(
会
話
)
構
成
と
作

茄
O
f
t
H

敬
語
「
お
ぼ
す
」
　
「
お
は

し
ま
す
」
-

尊
敬
の
「
る
」
　
「
ら
る
」

と
「
給
ふ
」
の
関
係

〃
　
七

〃
一
㌢
一
八

-　48　-

A
　
平
家
物
語

B
　
徒
然
草

C
　
歌
論
・
能

mi.

D
　
連
歌
・
歌

・fi

の
　
人
物
の
描
き
方
'
時
代
の
中
の

人
間
像
を
と
ら
え
る

㈱
　
作
者
の
思
想
的
立
場
を
理
解

し
、
思
考
力
、
批
判
力
を
伸
ば
す

-
7
-
,
'
蝣
=
山
.
I
 
j
の
立
叫
や
'
?
」
"
蝣
肘
間
を
叩

ら
か
に
す
る

的
　
形
態
の
特
色
お
よ
び
時
代
と
の

開
通
に
つ
い
て
理
解
し
鑑
斑
力

を
つ
け
る

A

通と
し北
ての
錐方

人

位
(
単
身
都
落盛と
ののの

理
由
、
別
離
の
苦
悩
)

特
異
な
女
性
像
(
巴
)

の
造
型

堆
二
騎
に
な
っ
た
義
仲

・
今
井
主
従
の
交
情
と

そ
の
人
間
像

B
H
　
品
位
あ
る
会
話
の
態

度

・・・.i.jI・:'.:.. '.帆:.:・'::.

文
脈
、
省
略
語

助
詞
「
も
」
の
働
き
と
文

派指
示
語

主
語
'
述
語

段
落
と
論
旨
の
展
間

指
示
語

主
題

「
の
」
の
用
法

〝　　　　〝　　　　〝　〝　〝　〝　〝

五品七九三一一八五五
ヽ　　　、　　　ヽ

九　　八　　四六岩　　　六

nq　　九　　TL　　=

;≡　　七　　三



う
そ
が
頁
に
転
ず
る
経

綻
、
う
そ
を
語
る
人

,
j

別　　間

r.-yl　る
」政心理

^
?

う
そ
に
対

と#
「の
慈心
:J|=-那
」け
と」　処
の恩　すの

関
係

応会
対語

主
と
人
物
関
係
へ

の
態
度

四
近
世
の

文
学

A
　
俳
謂

B
　
浮
世
草
子

C
　
沖
r
?
悶

㈹
　
作
者
の
文
芸
槻
'
人
間
観
に
ふ

れ
る

紳
"
l
"
?
1
.
粗
な
求
f
e
i
:
神
と
文
芸
に
お

る
不
易
と
流
行
と
に
つ
い
て
理

解
を
深
め
る

H
　
近
世
に
お
け
る
新
し
い
モ
ラ
ル

や
人
間
像
の
描
写
を
確
実
に
は

あ
く
す
る

H
　
封
建
社
会
と
い
う
枠
の
中
で
描

か
れ
た
義
理
、
人
情
を
読
み
と

り
近
松
の
人
間
概
を
と
ら
え
人

間
愛
の
精
神
を
養
う

㈹
　
文
体
上
の
特
色
を
理
解
し
、
そ

の
表
現
を
味
読
す
る

M
　
近
世
文
語
文
の
も
つ
'
特
殊
な

表
現
形
式
へ
語
法
、
語
い
に
つ

・
い
て
理
解
す
る
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Ⅳ
　
内
容
と
提
示
の
し
か
た

H
　
内
容
(
特
に
留
意
し
た
こ
と
)

川
　
課
題
の
系
統
化
を
志
向
し
た
も
の
に

a
、
発
達
段
階
に
応
じ
て
「
問
い
」
の
深
化
'
高
度
化
を
は
か
る
よ
う

に
し
た
。
(
学
年
の
段
附
、
同
学
年
の
う
ち
で
も
そ
れ
ぞ
れ
の
段

階
に
応
じ
て
)

b
'
生
徒
が
三
ヶ
年
の
う
ち
少
な
く
と
も
こ
れ
だ
け
の
も
の
を
習
っ
た

と
い
う
こ
と
が
系
統
的
に
な
が
め
ら
れ
る
よ
う
な
も
の
に
し
た
い

と
い
う
L
f
心
'
-
-
r
。

脚
　
数
村
の
指
導
目
標
と
'
そ
れ
に
応
じ
た
指
導
項
目
と
に
密
着
し
た
課

題
に
。
〔
汽
料
I
の
計
弼
表
中
、
1
、
古
文
入
門
C
笑
ひ
託
の
指
導

目
標
・
指
導
項
目
と
'
資
料
Ⅳ
の
課
題
例
そ
の
1
と
を
対
比
し
て
参

照
.
資
料
1
の
計
画
表
中
、
八
、
物
語
、
祇
閑
精
舎
の
指
導
目
標
・

指
導
項
目
と
、
汽
料
Ⅴ
の
課
題
例
そ
の
二
と
を
対
比
し
て
参
照
o

資
料
Ⅲ
の
計
画
表
中
、
1
、
古
代
の
文
学
H
、
B
万
柴
集
の
指
導
目
標

・
指
導
項
目
と
'
染
料
Ⅶ
の
課
題
例
そ
の
三
と
を
対
比
し
て
参
照
。
〕

間
　
読
解
の
ボ
イ
ン
-
を
お
さ
え
た
も
の
に
。
(
碓
か
な
読
解
力
を
つ
け

る
た
め
に
)

川
　
教
室
で
も
、
生
徒
の
作
業
を
通
し
て
読
解
力
・
鑑
班
力
が
華
見
る
よ

う
な
も
の
に
。
(
偶
人
の
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
の
)

㈲
　
ノ
ー
ト
を
駆
使
し
て
の
学
習
が
で
き
る
よ
う
な
も
の
に
。
(
感
想
、

印
象
へ
主
.
a
、
大
f
L
j
t
要
旨
、
構
文
'
人
物
関
係
、
ロ
訳
、
-
・
・
・
)

間
　
発
展
的
追
求
の
態
度
を
も
盛
り
込
ん
だ
も
の
に
。
(
読
解
の
応
用
力

を
養
成
す
る
た
め
関
連
教
材
を
興
味
の
延
長
と
し
て
原
文
で
読
ま
せ

る
)

〔
特
に
三
年
生
で
の
課
輿
資
料
Ⅶ
の
課
定
例
そ
の
三
の
「
参
考
課

題
」
へ
お
よ
び
資
料
Ⅶ
の
課
題
例
山
部
赤
人
吉
野
讃
歌
課
題
三
、

同
じ
く
勝
虎
の
宵
六
問
の
娘
子
を
詠
め
る
歌
課
題
五
、
を
参
照
〕

口
　
提
示
の
し
か
た

川
　
「
準
仰
学
習
の
課
題
」
「
教
室
学
習
の
課
題
」
「
発
展
学
習
の
課
題
」

と
分
け
る
の
が
た
て
ま
え
で
あ
ろ
う
と
考
え
る
が
、
自
分
の
ば
あ
い

「
教
案
単
習
の
課
題
」
を
中
心
に
作
成
し
'
準
焔
学
習
発
展
学
習

の
課
題
を
つ
け
加
え
る
程
度
に
し
た
。

脚
　
そ
の
教
材
に
入
旦
別
時
に
学
習
補
助
プ
リ
ン
ト
と
し
て
配
布
す
る
こ

と
を
原
則
と
し
た
。

a
、
教
材
全
般
に
わ
た
る
課
迫
を
一
度
に
与
え
る
の
が
当
然
必
要
な
わ

け
で
あ
る
が
'
た
と
え
ば
三
枚
の
う
ち
N
o
L
だ
け
配
布
し
て
お

く
と
い
う
こ
と
が
ま
ま
あ
っ
た
。

b
、
生
徒
は
課
題
を
概
概
し
て
へ
　
こ
の
部
分
で
は
お
お
よ
そ
ど
う
い
う

こ
と
が
ら
を
学
ぶ
か
を
知
り
へ
そ
れ
に
従
っ
て
自
宅
学
習
を
し
て

く
る
。

川
　
教
室
で
の
学
習
活
動
の
展
間
の
中
で
、
課
題
を
必
要
に
応
じ
て
適
宜

く
み
入
れ
て
行
-
授
業
に
し
た
。

だ
か
ら
課
題
は
、
実
際
の
教
室
で
の
学
習
活
動
の
姿
が
具
体
的
に
示

さ
れ
て
い
る
よ
う
に
作
成
す
る
こ
と
を
心
が
け
た
。
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〔
資
料
Ⅳ
〕
　
実
践
し
た
課
題
例
　
そ
の
一
(
古
典
乙
I
一
学
年
　
単
元
1
　
台
文
入
門
C
「
笑
ひ
話
」
)

笑

課
題
一
、二

'
三
、

四
、

五
、

-
f
*

七
へ

八
'

九
へ

t
>
　
　
n

二
つ
の
詔
を
よ
く
読
ん
で
'
そ
れ
ぞ
れ
の
謡
の
中
で
会
話
の
部
分
に
「
　
」
を
つ
け
て
み
よ
う
。

そ
の
ば
あ
い
、
会
識
文
と
判
断
し
た
根
拠
を
は
っ
き
り
さ
せ
て
お
こ
う
。

わ
か
ら
な
い
こ
と
ば
は
辞
書
を
ひ
き
な
が
ら
、
ノ
1
-
に
口
語
訳
を
し
て
み
よ
う
。

0
-
S
-
行
「
蛇
に
山
男
叫
て
」
,
同
2
行
「
瑚
引
時
ば
か
り
」
、
同
4
「
摺
り
て
み
~
れ
~
ば
」
、
同
4
「
貞
~
わ
す
れ
た
か
」
に
お
い
て
傍
線
の
動
詞
は

同
じ
も
の
か
ど
う
か
.
清
川
の
種
類
と
活
用
形
と
を
言
っ
て
み
よ
う
。

同
3
「
作
の
亭
主
」
と
は
だ
れ
の
こ
と
か
、
文
中
の
他
の
こ
と
ば
で
指
摘
し
て
み
よ
う
。

同
3
-
4
「
の
ち
に
掘
り
て
み
れ
E
,
蛇
ふ
捌
湖
」
に
お
け
る
「
ば
」
の
意
味
を
校
ァ
3
し
「
あ
り
」
に
つ
い
て
活
用
表
を
作
っ
て
み
よ
う
0

同
4
「
や
れ
お
れ
じ
ゃ
'
見
わ
す
れ
た
か
と
、
い
-
た
び
も
な
の
り
つ
る
こ
そ
聞
き
ど
と
な
れ
」
　
の
一
文
に
お
け
る
主
語
へ
述
語
の
関
係
を
明
ら

か
に
し
て
み
よ
う
0
省
略
語
が
あ
れ
ば
全
部
捕
っ
て
考
え
よ
う
.

同
6
「
十
人
倒
叫
州
ノ
」
に
つ
い
て
「
ば
か
り
」
の
意
味
を
'
同
2
「
身
が
見
る
時
瑚
州
別
]
お
よ
び
0
,
2
c
s
i
「
脇
差
の
さ
や
叫
利
日
ご
と
比
べ
て
'

そ
の
異
同
を
言
っ
て
み
よ
う
.

同
6
「
封
蒜
t
叫
u
け
り
」
同
7
「
瑞
謝
判
別
逆
す
が
ら
」
二
つ
の
動
詞
の
活
用
の
和
光
と
活
用
形
を
言
っ
て
み
よ
う
0

0
.
2
-
「
腰
の
ま
は
り
を
見
れ
ば
」

同
2
「
力
を
そ
へ
て
さ
し
た
り
」

同
2
「
こ
は
何
と
し
た
ぞ
と
言
ふ
に
、
肝
を
つ
ぶ
し
た
り
」

～と
い
う
述
語
に
対
す
る
主
語
は
誰
か
、
前
後
の
文
脈
か
ら
よ
-
考
え
よ
。

二
つ
の
詔
の
中
に
そ
れ
ぞ
れ
係
り
結
び
が
あ
る
O
指
摘
し
て
そ
の
は
た
ら
き
に
つ
い
て
復
習
し
よ
う
〇

二
つ
の
謡
は
'
そ
れ
ぞ
れ
ど
こ
に
お
も
し
ろ
み
が
あ
る
か
、
話
し
あ
お
う
。



〔
資
料
Ⅴ
〕
　
実
践
し
た
課
題
例
　
そ
の
二
(
古
典
乙
I
　
二
学
年
　
単
冗
八
　
物
語
「
祇
園
精
舎
」
)

祇
園
精
舎
(
平
家
物
語
)

課
題
一
、
P
.
1
4
3
<
s
行
ま
で
の
部
分
で
作
者
の
人
生
観
を
、
そ
の
表
現
を
通
し
て
考
え
て
み
よ
う
〇

二
'
作
者
が
こ
の
よ
う
な
人
生
観
に
帰
着
す
る
に
至
っ
た
思
想
的
基
盤
は
何
で
あ
っ
た
ろ
う
か
〇

三
、
P
.
1
4
2
、
2
「
祇
園
精
舎
の
鐙
の
声
」
　
「
婆
羅
双
樹
の
花
の
色
」
と
閲
い
た
だ
け
で
'
当
時
の
人
々
の
脳
表
に
浮
ん
だ
状
況
は
ど
ん
な
も
の
だ

っ
た
の
だ
ろ
う
。

四
へ
　
P
.
1
4
3
0
ま
で
の
萱
段
の
論
理
を
た
ど
っ
て
み
よ
う
.

川
　
最
初
か
ら
対
句
形
式
で
論
理
は
屈
間
し
て
い
る
。
そ
の
対
句
を
と
ら
え
て
み
よ
う
。

脚
　
後
半
部
分
で
対
句
形
式
の
破
綻
を
き
た
し
て
い
る
が
、
ど
の
部
分
か
'
説
明
し
て
み
よ
う
0

川
　
対
句
形
式
の
破
綻
は
論
旨
の
屈
折
に
結
び
つ
い
て
い
る
。
ど
の
よ
う
に
論
旨
は
屈
折
し
て
い
る
か
.
説
明
せ
よ
O

五
、
文
章
表
現
を
よ
-
読
み
、
そ
の
旋
律
を
つ
か
ん
で
み
よ
う
。
何
調
と
い
っ
た
ら
よ
い
か
。

六
、
源
氏
物
語
の
文
章
な
ど
は
典
型
的
な
和
文
で
あ
る
が
'
平
家
物
語
の
文
章
な
ど
は
何
と
い
う
か
。

七
、
文
中
よ
り
比
境
の
巧
み
さ
を
見
出
し
て
指
摘
し
て
み
よ
う
〇

八
'
P
.
1
4
3
t
-
行
以
後
は
清
盛
の
先
祖
を
説
明
し
た
部
分
で
あ
る
O
そ
の
系
E
a
を
文
章
の
表
現
か
ら
完
成
し
て
み
よ
う
0

(

　

　

　

　

)

～
-
　
清
　
　
　
ふ
i
J
-
>
　
　
汁
l
^
i

桓
武
帝
　
-
　
[

E
　
-
　
貞
盛
-
-
維
衡
　
-
　
正
度
I
正
衡
　
-
一
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〔
資
料
Ⅵ
〕
　
実
践
し
た
課
題
例
　
そ
の
二
　
(
続
)

殿
上
の
闇
討
ち
(
平
家
物
語
)
帆
1

課
題
1
、
全
体
を
通
読
し
て
、
事
件
の
推
移
を
読
み
と
っ
て
、
全
休
三
つ
の
段
落
に
分
け
て
考
え
よ
う
。

二
、
「
殿
上
の
闇
討
ち
」
で
は
「
平
家
物
語
」
前
半
の
中
心
人
物
清
盛
の
芋
場
に
あ
た
っ
て
、
ま
ず
そ
の
父
の
忠
盛
昇
殿
の
こ
と
が
叙
述
さ
れ
て
い
る
o

そ
の
こ
と
を
念
班
に
お
い
て
読
ん
で
み
よ
う
O

三
,
P
.
1
4
4
-
J
-
、
5
行
忠
盛
が
堕
別
の
守
で
あ
っ
た
と
き
、
鳥
取
院
の
御
願
寺
を
造
営
し
献
上
し
た
こ
と
は
'
武
家
で
あ
る
平
氏
に
ど
の
よ
う
な
実
力
が

備
わ
っ
た
こ
と
を
恋
昧
す
る
の
で
あ
ろ
う
か
〇

四
t
 
P
.
1
4
4
<
-
o
「
忠
堕
二
十
六
に
て
は
じ
め
て
昇
殿
す
」
に
は
含
蓄
が
あ
る
。
前
章
の
「
祇
園
精
舎
」
に
お
い
て
国
香
よ
り
正
盛
に
至
る
六
代
ま
で
は
諸

国
の
地
方
官
に
終
わ
っ
て
「
殿
上
の
仙
籍
」
を
ば
許
さ
れ
な
か
っ
た
と
い
う
記
事
か
ら
、
そ
の
含
蓄
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
を
考
え
よ
う
。

五
、
〃
7
「
雲
の
上
人
こ
れ
を
そ
ね
み
」
と
あ
る
が
、
藤
原
氏
一
門
で
固
め
た
山
以
族
出
身
の
公
卿
た
ち
の
嫉
妬
が
、
こ
の
課
で
ど
の
よ
う
な
事
件
の
展
開

と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
注
意
し
て
読
ん
で
み
よ
う
。

六
、
P
.
1
4
5
S
「
こ
れ
ら
を
よ
し
な
し
と
や
思
は
れ
け
ん
、
そ
の
夜
の
闇
討
ち
な
か
り
け
り
。
」
と
あ
っ
て
'
結
局
は
忠
盛
が
闇
討
ち
さ
れ
る
こ
と
は
な

か
っ
た
の
だ
が
'
そ
の
理
由
は
「
こ
れ
ら
を
よ
し
な
し
と
や
-
」
の
「
こ
れ
ら
」
に
当
た
る
O
　
「
こ
れ
ら
」
の
内
容
二
つ
あ
る
が
、
簡
潔
に
ま

と
め
て
述
べ
て
み
よ
う
。

七
、
忠
盛
が
公
卿
の
闇
討
ち
の
陰
謀
を
察
知
し
て
い
ろ
い
ろ
な
配
慮
を
し
た
こ
と
が
P
1
4
4
-
0
-
P
1
4
5
3
ま
で
の
描
写
で
あ
る
o
こ
れ
は
第
三
段
に
お
い

て
物
語
り
が
展
開
し
て
行
く
伏
線
に
な
っ
て
い
る
。
よ
く
検
討
し
て
み
よ
う
0

忠
盛
の
用
意
周
到
さ
を
充
分
と
ら
え
て
み
よ
う
。

八
、
忠
盛
の
郎
等
、
家
出
の
先
祖
の
系
図
を
比
較
的
詳
し
く
述
べ
て
い
る
こ
と
は
'
何
を
意
味
す
る
か
。
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殿
上
の
闇
討
ち
(
平
家
物
語
)
帆
2

課
題
九
、
墾
一
段
の
前
半
の
抑
託
は
、
こ
の
「
殿
上
の
闇
討
ち
」
の
章
段
に
お
い
て
ど
の
よ
う
な
物
語
上
の
効
果
を
盛
り
あ
げ
る
た
め
な
の
で
あ
ろ
う
か
。

1
0
、
P
.
1
4
5
2
「
伊
勢
平
氏
は
す
が
め
な
り
け
り
.
」
と
は
や
さ
れ
た
忠
盛
は
、
P
.
1
4
6
"
で
「
い
か
に
す
べ
き
や
う
も
な
-
て
、
御
蓮
も
い
ま
だ
終
は

ら
ざ
る
に
'
ひ
そ
か
に
ま
か
り
い
で
ら
る
る
-
」
と
い
う
結
果
に
な
る
。

こ
の
あ
た
り
か
ら
へ
　
こ
の
時
代
に
お
け
る
武
家
の
立
場
を
、
旧
貴
族
勢
力
と
の
対
比
に
お
い
て
読
み
と
っ
て
み
よ
う
。



二
へ
　
〃
　
「
伊
勢
平
氏
は
-
」
と
忠
盛
が
は
や
さ
れ
た
由
来
を
P
.
1
4
6
^
に
か
け
て
説
明
さ
れ
て
い
る
。
ま
と
め
て
み
よ
う
0

〃
1
3
「
こ
の
人
々
は
」
に
対
応
す
る
述
語
を
考
え
て
み
よ
。

三
、
P
.
1
4
4
-
J
-
'
5
「
力
を
ば
・
・
・
主
殿
司
を
召
し
て
預
け
お
き
て
ぞ
い
で
ら
れ
け
る
.
」
は
第
三
段
へ
の
伏
線
に
な
っ
て
い
る
。
検
討
し
て
み
よ
う
.

≡
,
〃
7
「
到
り
と
も
言
は
ま
は
し
う
忠
は
れ
け
れ
ど
も
・
・
・
」
と
あ
る
が
,
何
と
言
い
た
か
っ
た
の
か
。

7
E
'
〃
8
「
殿
上
ま
で
も
や
が
て
切
り
の
ぼ
ら
ん
ず
る
者
に
て
」
と
説
明
さ
れ
て
い
る
の
は
誰
か
。

ま
た
P
.
1
4
7
t
 
o
>
の
「
　
」
の
こ
と
ば
を
も
関
察
し
て
、
そ
の
態
度
か
ら
武
家
の
家
臣
ら
し
い
性
根
を
読
み
と
ろ
う
。

云
t
 
P
.
1
4
6
S
か
ら
、
節
二
段
の
後
半
に
入
る
が
、
こ
の
相
託
と
、
節
二
段
前
半
の
押
詰
と
の
関
係
に
つ
い
て
考
え
て
み
よ
う
。

二
(
、
〃
〃
後
半
部
に
は
'
五
節
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
事
件
の
例
を
あ
げ
て
い
る
が
、
前
半
で
忠
盛
が
は
や
さ
れ
た
事
件
以
後
の
物
語
の
推
移
に
ど
の
よ

う
な
効
果
を
発
揮
し
て
い
る
か
.

I
P
'
P
.
1
4
7
0
「
-
末
代
い
か
が
あ
ら
ん
ず
ら
ん
-
」
と
あ
る
人
が
印
し
た
　
と
あ
る
よ
う
な
と
こ
ろ
か
ら
へ
　
こ
の
後
半
部
に
あ
げ
て
あ
る
挿
話
の
い
-

つ
か
の
例
は
、
ど
ん
な
こ
と
の
例
と
し
て
あ
げ
て
あ
る
の
か
。

殿
上
の
闇
討
ち
(
平
家
物
語
)
帆
3

課
題
1
八
へ
　
P
.
1
4
7
ォ
>
以
後
第
三
段
で
あ
る
が
、
五
節
が
終
わ
る
と
.
果
た
し
て
殿
上
人
た
ち
が
捕
っ
て
鳥
羽
上
皇
へ
訴
訟
す
る
と
い
う
事
体
に
な
る
　
P
.
1
4
7
2

「
両
条
希
代
い
ま
だ
閃
か
ざ
る
狼
糟
な
り
。
」
と
あ
っ
て
'
股
上
人
た
ち
が
忠
盛
を
訴
え
る
罪
状
と
し
て
二
つ
の
こ
と
を
あ
げ
て
い
る
o
そ
の
「
両

条
」
と
は
何
々
か
。

K
'
P
.
1
4
8
-
-
c
-
忠
盛
は
鳥
羽
上
皇
の
尋
問
に
対
し
て
理
路
敢
然
と
弁
明
し
て
い
る
。
そ
の
弁
明
の
内
容
と
殿
上
人
た
ち
が
訴
え
た
格
式
の
例
に
そ
む

い
た
と
い
う
罪
状
と
を
対
比
し
て
'
弁
明
の
筋
が
通
っ
て
い
る
か
ど
う
か
検
討
し
て
み
よ
う
。

二
O
t
 
P
.
1
4
8
0
>
-
2
鳥
羽
上
皇
は
こ
の
裁
判
に
お
け
る
判
決
を
t
 
P
.
1
4
8
2
「
忠
盛
の
啓
に
あ
ら
ず
」
と
無
罪
に
し
て
い
る
。
こ
れ
は
忠
盛
の
弁
明
を
一

つ
1
つ
尤
も
な
こ
と
と
し
て
認
め
て
い
る
よ
う
で
あ
る
O
け
れ
ど
も
今
ま
で
の
貴
族
社
会
の
格
式
の
例
に
照
ら
し
て
尤
も
な
こ
と
と
認
め
て
い
る
こ

と
に
な
っ
て
い
る
か
、
検
討
し
て
み
よ
う
。

二
i
.
課
題
二
〇
を
考
え
る
場
合
に
P
.
1
4
8
3
「
弓
箭
に
携
は
ら
ん
者
の
は
か
り
こ
と
は
、
も
っ
と
も
か
ら
ん
こ
そ
あ
ら
ま
は
し
け
れ
。
」
な
ど
と
鳥
羽
上
皇

は
武
士
た
る
も
の
の
計
略
を
か
え
っ
て
放
讃
し
、
(
M
 
C
O
行
で
は
「
武
士
の
郎
等
の
習
」
を
当
然
許
さ
れ
る
べ
き
行
な
い
と
し
て
判
決
を
下
し
て
い

る
こ
と
を
参
考
に
し
て
考
え
よ
う
。

こ
こ
、
平
家
物
語
に
お
け
る
こ
の
「
殿
上
の
闇
討
ち
」
の
苛
の
果
た
す
役
割
り
'
つ
ま
り
こ
の
闇
討
ち
の
事
件
の
醸
す
時
代
的
意
義
を
考
え
て
見
よ
う
O
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〔
資
料
Ⅷ
〕
　
実
践
し
た
課
題
例
　
そ
の
三
(
古
典
乙
-
三
学
年
　
単
空
古
代
の
文
学
け
B
「
万
葉
集
」
)

大
伯
皇
女
の
歌
(
万
葉
集
N
o
.
3
)

わ
が
背
子
を
-
-

t
・
「
・
・
・
わ
榊
立
ち
ぬ
れ
u
」
の
「
が
」
の
格
、
「
し
」
は
迫
体
形
に
な
っ
て
い
る
が
な
ぜ
で
あ
ろ
う
か
.

ふ
た
り
行
け
ど
-
-

'
r
-
ひ
と
り
越
ゆ
引
瑚
」
の
「
ら
む
」
の
性
格
を
考
え
N
P
_
こ
と
に
よ
っ
て
、
大
伯
皇
女
の
気
持
ち
を
理
解
し
て
み
よ
う
。

(
W
)
右
二
首
の
理
解
を
深
め
る
た
め
へ
大
津
皇
子
の
悲
劇
性
を
追
求
し
て
み
よ
う
C

o
大
津
皇
子
の
悲
劇
は
生
母
大
田
皇
女
の
死
に
よ
っ
て
は
じ
ま
る
と
い
っ
て
よ
い
o
そ
の
系
図
は
次
の
通
り
で
あ
る
。

野
明
天
皇
-

斉
明
天
皇
-

-
丁
へ
叫
-
t
f
z
.
 
-
,
 
-

(
中
大
兄
皇
子
)

-
大
田
虫
女
　
-

-
天
武
天
皇
日
日

(
大
海
人
見
子
)

c-;4/-

-
大
伯
皇
女

-
大
津
皇
子

鞘
や
C
-
1
-
p
.

○
大
津
皇
子
の
人
物
に
つ
い
て
「
日
本
霞
紀
」

「
悌
風
流
」
に
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
あ
る
.

か
は
V
I
t
:
し
く

「
容
止
璃
岸
、
音
辞
俊
朗
な
り
,
天
命
間
別
天
皇
天
智
)
の
愛
す
る
所
と
な
る
。
長
ず
る
に
及
ん
で
弁
に
し
て
才
学
あ
り
、
尤
も
文
筆
を
好
む
。
詩
賦

「
壮
貌
魁
棺
,
器
字
俊
遠
な
り
、
幼
年
に
し
て
学
を
好
み
'
博
覧
に
し
て
よ
-
文
を
属
る
。
壮
に
及
ん
で
武
を
愛
し
、
多
力
に
し
て
よ
く
剣
を
撃
つ
、
性

隣
る
放
斑
に
し
て
法
度
に
か
か
わ
ら
ず
'
節
を
降
し
て
士
を
礼
す
。
こ
れ
に
よ
っ
て
人
多
く
附
託
す
o
」
　
(
「
懐
凪
藻
」
)

○
皇
太
子
草
蛇
皇
子
と
大
枠
皇
子
と
を
よ
り
深
刻
に
対
立
さ
せ
た
も
の
に
政
治
問
題
と
は
別
に
女
性
の
問
題
が
あ
る
.

ひ
な
み
し
の
み
こ
の
み
こ
と
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
あ
ざ
な

日
並
皇
子
尊
'
石
川
女
郎
に
贈
り
賜
ふ
御
歌
一
首
　
女
郎
、
字
を
大
名
児
と
い
ふ

#

-

'

*

.

た

　

　

　

～

=

p

つ

か

大
名
児
を
彼
方
野
辺
に
刈
る
登
の
束
の
間
も
わ
れ
忘
れ
め
や
(
肇
I
'
I
 
I
O
)

.
大
津
皇
子
、
石
川
郎
女
に
贈
る
御
歌
1
首

あ
し
ひ
さ
の
山
の
雫
に
妹
待
つ
と
わ
れ
立
ち
濡
れ
ぬ
山
の
雫
に
(
巻
二
、
1
〇
七
)

JIM̂
ly

石
川
郎
女
、
和
へ
奉
る
歌
一
首

の
興
る
こ
と
大
津
よ
り
始
ま
れ
り
。
」
(
「
日
本
書
紀
」
)

I
E
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吾
を
待
つ
と
君
が
捕
れ
け
む
あ
し
ひ
き
の
山
の
雫
に
成
ら
ま
し
も
の
を
(
巻
二
,
1
〇
八
)

○
天
武
天
皇
が
、
天
武
十
四
年
(
六
八
六
)
に
病
に
た
お
れ
た
こ
と
は
両
者
の
間
を
険
悪
な
も
の
に
し
た
。
身
辺
に
迫
る
目
に
見
え
ぬ
圧
迫
に
堪
え
か
ね
て

伊
勢
斉
宮
と
し
て
伊
勢
の
地
に
あ
っ
た
姉
の
大
伯
皇
女
の
も
と
に
出
か
け
た
。

詞
H
に
「
大
津
皇
子
餌
に
伊
勢
に
下
り
て
・
こ
と
あ
る
「
病
に
」
を
何
か
謀
反
の
相
談
の
た
め
ひ
そ
か
に
と
す
る
考
え
方
。

た
と
え
実
姉
と
い
え
ど
も
神
に
仕
え
る
女
性
に
違
い
に
行
-
事
は
許
さ
れ
な
い
こ
と
で
「
覇
に
」
と
し
た
と
す
る
考
え
方
.

〇
天
武
十
四
年
(
六
八
六
)
九
月
九
日
天
武
天
皇
崩
ず
.
持
統
天
皇
の
御
世
と
な
る
o

み
ね
た
て
ま
つ
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
か
七
む
け

O
「
両
の
庭
に
残
し
て
　
即
ち
発
-
表
る
。
恵
の
時
に
当
り
て
,
大
津
皇
子
皇
太
子
を
謀
反
む
と
す
。
」
　
(
「
日
本
書
紀
」
九
月
二
十
四
日
の
記
事
)

〇
十
月
二
日
に
謀
綜
発
覚
し
て
捕
え
ら
れ
'
翌
日
に
警
れ
て
し
ま
っ
た
o

い

_

よ

れ

　

　

つ

つ

み

も
も
苛
拝
初
雪
し
め
ら
ゆ
る
時
、
黒
余
の
池
の
敗
に
し
て
苗
を
流
し
て
作
り
ま
L
L
御
歌
1
首

が
く

百
伝
ふ
磐
余
の
池
に
鴨
-
鴨
を
今
日
の
み
見
て
や
雲
隠
り
な
む
(
巻
三
,
四
1
六
)

皇
子
臨
終

金
烏
臨
二
酋
舎
l
、
鼓
声
催
二
短
命
I
t
見
路
撃
賓
主
一
・
此
夕
離
〆
家
向
。
(
「
懐
風
苗
」
)

○
こ
の
時
へ
皇
子
の
妃
山
辺
皇
女
(
天
智
の
末
女
)
が
殉
死
し
た
記
事
が
持
統
紀
に
あ
る
。

- '-:-:-t;;:.;　j

O
大
伯
皇
女
は
天
武
天
皇
の
死
に
よ
っ
て
伊
勢
の
斉
宮
を
退
い
て
朱
鳥
元
年
(
六
八
六
)
十
1
月
十
六
日
帰
京

か
む
あ
が
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
5
,
つ
き
の
み
や

大
津
皇
子
詰
り
ま
L
L
後
、
大
伯
皇
女
伊
勢
の
斉
宮
よ
り
京
に
上
る
時
の
和
歌
二
首

K
H
R
K

神
凪
の
伊
勢
の
国
に
も
あ
ら
ま
し
を
な
に
し
か
来
け
む
君
も
あ
ら
な
く
に
(
巻
二
二
六
三
)

ほ

見
ま
く
欲
り
わ
が
す
る
君
も
あ
ら
な
く
に
な
に
し
か
釆
け
む
馬
疲
る
る
に
(
″
一
六
四
)

S
,
ろ
せ

引
d
っ
そ
み
の
人
な
る
我
や
明
日
よ
り
は
二
上
山
を
弟
世
と
あ
が
見
む
(
肇
l
,
一
六
五
)

磯
の
上
に
生
ふ
る
馬
酔
木
を
手
折
ら
め
ど
見
す
べ
き
君
が
あ
り
と
言
は
な
く
に
(
巻
二
,
一
六
六
)
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〔
資
料
Ⅷ
〕
　
実
践
し
た
課
題
例
　
そ
の
三
　
(
読
)

貧
窮
問
答
歌
(
万
葉
集
N
o
.
6
)

課
堅
、
こ
の
1
荒
の
構
想
は
、
二
人
の
者
が
問
答
を
す
る
形
で
,
彼
ら
の
生
活
を
語
り
あ
う
こ
と
に
よ
っ
て
二
人
の
人
間
を
描
き
出
そ
う
と
し
て
い
る
.
問

と
苔
の
部
分
は
ど
こ
ま
で
と
ど
こ
ま
で
か
.



二
、
前
段
の
人
間
係
と
後
段
の
人
間
像
と
は
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
か
。
そ
の
生
活
の
状
態
は
ど
う
か
。
精
神
力
に
お
い
て
は
ど
う
か
。

三
へ
後
段
P
.
2
1
^
お
よ
び
同
6
「
人
と
は
あ
る
を
」
「
あ
れ
も
な
れ
る
を
」
の
部
分
に
は
'
こ
の
人
の
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
が
あ
ら
わ
れ
て
い
る
で
あ
ろ

う
か
O
同
じ
よ
う
な
気
持
ち
を
表
現
し
て
い
る
部
分
を
他
に
求
め
て
み
よ
う
。

四
へ
後
段
に
お
い
て
、
憶
良
の
思
想
的
基
盤
と
な
っ
て
い
る
儒
家
的
相
貌
の
あ
ら
わ
れ
て
い
る
部
分
を
あ
げ
て
み
よ
う
。

五
t
 
P
.
2
1
S
「
里
長
」
の
姿
を
ど
う
と
ら
え
て
い
る
か
~
ま
た
、
こ
の
と
ら
え
方
は
作
者
の
'
ど
の
よ
う
な
気
持
ち
を
象
徴
し
て
い
る
こ
と
に
な
ろ
う
か
.

六
、
本
歌
の
終
わ
り
に
「
か
-
ば
か
り
術
な
き
も
の
か
世
間
の
道
」
と
言
っ
て
い
る
の
は
'
こ
の
歌
の
結
論
と
も
い
う
べ
き
も
の
だ
が
,
1
体
何
を
嘆
い

て
い
る
の
で
あ
ろ
う
か
。

七
、
反
歌
に
お
い
て
'
「
-
烏
に
り
あ
ら
ね
ば
」
の
「
し
」
に
は
,
憶
良
の
ど
の
よ
う
な
心
情
,
態
度
が
う
か
が
わ
れ
る
か
〇

八
へ
反
歌
の
次
に
「
山
上
憶
良
頓
首
謹
上
」
と
あ
る
O
こ
れ
か
ら
み
る
と
こ
の
歌
は
誰
か
に
謹
上
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
.
と
す
れ
ば
,
こ
の
歌
の
本
来

の
目
的
は
ど
う
想
定
で
き
る
だ
ろ
う
か
O

九
、
億
良
の
性
格
を
こ
の
歌
か
ら
考
え
て
み
よ
う
。

山
部
赤
人
、
吉
野
讃
歌
(
万
菓
集
N
o
.
7
)

課
題
一
'
こ
の
長
歌
の
主
迫
は
何
か
、
ま
と
め
て
み
よ
う
O

二
、
伝
統
を
串
つ
皇
室
讃
歌
は
整
っ
た
楢
成
を
と
ろ
う
と
す
る
上
こ
ろ
か
ら
'
歌
に
は
儀
礼
的
な
も
の
が
強
く
な
り
が
ち
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
る
。

こ
の
歌
か
ら
そ
の
よ
う
な
部
分
を
指
摘
し
て
み
よ
う
。

三
、
こ
の
歌
は
特
に
人
麻
呂
の
も
の
(
聖
'
主
ハ
)
か
ら
の
模
倣
が
い
ち
じ
る
し
く
目
立
つ
と
い
わ
れ
る
が
'
次
に
挙
げ
る
の
で
比
較
し
検
討
し
て
み
よ
う
o

い
で
ま

吉
野
の
宮
に
幸
L
L
時
へ
柿
本
朝
臣
人
麻
呂
の
作
る
歌

巳

旧

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

E

m

n

s

や
す
み
L
L
　
吾
ど
大
君
の
　
閉
}
会
す
　
天
の
下
に
　
国
は
し
も
　
多
に
あ
れ
ど
も
　
山
川
の
　
活
き
潮
明
と
　
御
心
を
　
吉
野
の
国
の
　
花
放

ふ

と

し

　

　

　

　

も

も

し

き

ら
ふ
　
秋
津
の
野
辺
に
　
官
柱
　
太
敷
き
ま
せ
ば
　
百
磯
城

r
t
な
k
サ
i
T
ふ

る
こ
と
な
-
　
こ
の
山
の
　
い
や
高
知
ら
す
　
水
　
敷

>　　　V

uam
み

や
こ

は

見
れ
ど
約
か
ぬ
か
も
　
(
巻
一
'
三
六
)

哩
r
s
白
朝

大
宮
人
は
　
船
並
め
て
　
朝
川
渡
り
　
舟
競
ひ
　
夕
河
渡
る
　
こ
の
川
の
　
絶
ゆ

反
　
歌

H
O
T
娼
E
S

見
れ
ど
飽
か
ぬ
吉
野
の
河
の
常
滑
の
絶
ゆ
る
こ
と
な
-
ま
た
還
り
見
む

(
巻
1
、
三
七
)

四
へ
　
「
み
富
野
の
象
山
の
-
」
の
反
歌
は
'
自
然
幽
寂
境
の
最
興
部
に
快
-
浸
っ
て
い
る
も
の
の
快
惚
感
が
あ
る
。
そ
の
静
寂
さ
を
送
説
的
効
果
で
印
象

を
深
め
て
い
る
。
ど
の
表
現
が
そ
れ
か
。
そ
の
写
生
の
極
致
を
味
わ
お
う
。
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互
,
「
ぬ
ば
た
ま
の
夜
の
ふ
け
ぬ
れ
ば
⊥
に
お
い
て
、
夜
も
深
更
に
及
ん
で
し
か
も
視
覚
に
軍
乙
た
こ
の
歌
の
表
現
は
'
ど
の
よ
う
に
理
解
す
れ
ば
よ

い
で
あ
ろ
う
か
。

ま
た
、
こ
の
時
の
赤
人
の
心
境
を
充
分
に
読
み
取
っ
て
み
よ
う
。
ま
た
そ
の
時
の
情
景
を
自
在
に
思
い
描
い
て
み
よ
う
。

勝
虎
の
虫
間
の
娘
子
を
詠
め
る
歌
(
万
柴
集
N
o
.
8
)

課
題
1
、
こ
の
歌
は
当
時
既
に
京
間
の
手
児
茶
伝
説
と
し
て
伝
え
ら
れ
て
い
た
も
の
を
歌
っ
た
も
の
で
あ
る
.

手
児
奈
が
伝
説
上
の
美
女
な
る
が
故
に
か
え
っ
て
生
々
と
、
そ
し
て
奔
放
に
、
情
熱
を
こ
め
て
描
き
あ
げ
ら
れ
て
い
る
。
そ
の
過
程
を
叙
述
を
迫
っ

て
確
か
め
て
み
よ
う
0
な
か
で
そ
の
美
女
ぶ
り
を
滋
も
よ
く
表
現
し
て
い
る
部
分
を
あ
げ
よ
う
。

二
、
こ
の
手
児
奈
が
後
世
語
り
伝
え
ら
れ
た
の
は
、
ど
の
よ
う
な
理
由
に
よ
る
も
の
で
あ
ろ
う
か
.
当
時
の
そ
の
土
地
の
人
々
に
大
き
な
感
動
を
与
え
た

に
違
い
な
い
へ
そ
の
事
件
を
こ
の
歌
の
表
現
の
中
か
ら
読
み
取
っ
て
み
よ
う
。

三
、
「
波
の
昔
の
.
騒
く
み
な
と
の
　
奥
鯉
城
に
」
あ
た
り
か
ら
右
に
言
っ
た
事
件
を
推
測
し
て
み
よ
う
O

四
,
今
か
ら
考
え
る
と
い
さ
さ
か
不
可
解
に
も
思
わ
れ
る
こ
の
事
件
の
背
教
に
は
、
当
時
の
社
会
事
情
が
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
O
ど
ん
な
事
情
か
想
像
し

て
み
よ
う
。

五
,
高
橋
虫
麻
呂
が
防
虎
の
貢
間
を
訪
れ
て
こ
の
歌
を
作
る
少
生
別
に
、
山
部
赤
人
が
同
じ
く
そ
こ
を
訪
れ
て
手
児
奈
の
こ
と
を
歌
っ
て
い
る
o
次
に
あ

げ
る
の
で
比
較
し
て
み
よ
う
0

∵

　

　

」

‥

　

　

∵

　

　

蝣

蝣

,

・

・

*

'

¥

蝣

蝣

蝣

-

.

蝣

　

　

　

圭

古
に
　
在
り
け
む
人
の
　
倭
文
略
の
　
帯
解
き
か
へ
て
　
伏
尾
立
て
　
妻
問
し
け
む
　
葛
飾
の
　
真
間
の
手
児
名
が
　
奥
つ
城
を
　
こ
こ
と
は
闇
け

ど
　
責
木
の
葉
や
　
茂
り
た
る
ら
む
　
松
が
根
や
　
遠
く
久
し
き
　
言
の
み
も
　
名
の
み
も
わ
れ
は
　
忘
ら
ゆ
ま
し
じ

反
　
歌

K
E
g
g
f
l
H
O
I
H

わ
れ
も
見
つ
人
に
も
告
げ
む
葛
飾
の
裏
問
の
手
児
名
が
輿
津
城
広

義
餌
の
i
=
T
問
の
入
江
に
う
ち
な
び
-
玉
荘
刈
り
け
む
手
児
名
し
恩
は
ゆ

58

Ⅴ
　
指
導
過
程
に
お
け
る
位
償
づ
け

教
室
で
、
実
際
の
学
習
活
動
の
中
に
課
題
を
ど
の
よ
う
に
組
み
入
れ
て

行
く
か
へ
そ
の
具
体
例
の
一
つ
を
次
に
示
し
た
い
。

こ
れ
は
資
料
Ⅴ
の
「
祇
園
精
舎
」
の
課
題
を
、
実
際
の
授
業
の
中
で
ど
の

よ
う
に
取
り
入
れ
て
行
っ
た
か
を
具
体
的
に
示
す
も
の
で
あ
る
。



〔
資
料
Ⅸ
〕
　
学
習
指
導
の
展
開
例
(
4
 
1
年
1
 
1
月
実
地
)

一
'
教
材
「
祇
関
純
金
」
の
ば
あ
い

二
、
対
象
へ
時
期
'
第
二
学
年
、
二
学
期
(
資
料
-
お
よ
び
Ⅴ
を
参
照
)

三
、
指
導
目
標
　
1
.
章
段
の
論
理
の
展
間
を
つ
か
む

2
　
表
現
の
特
色
(
対
句
'
比
職
へ
地
神
)
や
文
体
を
知
る

3
　
作
者
の
人
生
観
を
つ
か
む

四
'
学
習
活
動

(
予
習
)
l
・
　
課
題
プ
リ
ン
-
を
配
布
し
何
回
も
音
読
し
て
く
る
よ
う
指
示
(
前
時
の
お
わ
り
)

教
材
の
出
血
ハ
と
教
材
の
背
景
に
対
す
る
注
志
の
喚
起

教
科
書
の
-
-
ド
を
手
が
か
り
に
'
簡
潔
に

(
軍
記
物
語
、
平
曲
と
作
者
へ
平
氏
の
間
ハ
亡
を
テ
レ
ビ
映
画
「
義
経
」
な
ど
と
の
関
迫
で
託
す
)

指
導
目
標
の
柁
認

生
徒
に
は
'
往
悲
拍
項
と
し
て
板
f
U

a
　
古
来
名
文
と
言
わ
れ
る
根
拠
(
臼
杵
2
)

b
　
世
相
を
反
映
す
る
も
の
の
考
え
方
(
目
標
3
)

C
　
中
心
人
物
の
描
き
方
(
目
標
-
)

A
、
教
科
詔
の
前
書
(
リ
ー

ド
)
を
指
名
読
み

B
、
<
-
 
-
^
.
Z
に
J
i
7

C
、
学
習
の
「
ね
ら
い
」
に
つ

い
て
板
書
、
説
明

-
<
主
題
の
推
定
∨
こ
の
文
章
は
ど
う
い
う
こ
と
を
述
べ
よ
う
と
し
た
も
の
か
見
当
を
つ
け
る
。

v
-
-
?
-
-
ア
ー
'
-
,
-
∴
　
　
　
ハ
間
÷
た
ど
る

川
前
段
-
り
に
二
節
に
区
切
る
軍
繭

は
　
対
句
形
式
に
よ
る
腿
間

a

 

b (
初
め
-
P
.
1
4
2
-
*
行
「
ち
り
に
同
じ
」
)

(
P
.
1
4
2
-
1
-
行
「
遠
-
冥
朝
を
」
-
P
.
1
4
3
0
「
及
ば
れ
ね
」
)

祇
閑
精
舎
の
錨
の
声
、
諸
行
無
常
の
響
き
あ
り

a

　

　

　

　

　

　

　

.

D

婆
招
双
硯
の
花
の
色
、
盛
者
必
須
の
こ
と
わ
り
を
あ
ら
は
す

A
、
指
名
読
み

B
t
課
題
1
'
二
を
念
頭
に
お

い
て
黙
読

ノ
ノ
ー
ト
へ
の
記
入
-
発

t
M

!

}

蝣

・

 

I

い
て
、
脚
注
に
加
え
柵
足
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<対句形式の破綻>

c

 

d

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
、
た
だ
春
の
夜
の
夢
の
ど
と
L

c
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
.
〟

た
け
き
者
も
つ
ひ
に
は
滅
び
ぬ
、
ひ
と
へ
に
風
の
前
の
ち
り
に
同
じ
。

諸
行
無
常
・
盛
者
必
衰

お
ご
れ
る
人
も
久
し
か
ら
ず
　
た
け
き
者
も
つ
ひ
に
は
滅
び
ぬ

・
・
・
和
一
m
S
i
t
o

宕lu

説
明

(
重
要
語
)

(
諸
行
無
常
、
盛
者
必
衰

こ
と
わ
り
、
と
り
ど
り

e
t
c
.
に
も
ふ
れ
る

逮
-
異
朝
を
と
ぶ
ら
へ
ば
-
-
○
久
し
か
ら
ず
し
て
'
亡
じ
に
し
者
ど
も
な
り
。

(
異
朝
の
人
々
を
あ
げ
て
実
証
)

e

近
-
本
朝
を
う
か
が
ふ
に
-
　
×
つ
ひ
に
は
滅
び
に
し
人
ど
も
な
り
　
e
t
c
.

(
本
朝
の
人
々
を
あ
げ
て
実
証
の
筈
)

お
ご
れ
る
心

た
け
き
こ
と

ノ
ヽ

も
ち
皆
と
り
ど
り
に
こ
そ
あ
り
し
か
ど
も
へ

(
清
盛
に
比
重
を
か
け
た
た
め
に
起
こ
っ
た
諭
旨
の
屈
折
)

D
、
課
題
四
、
を
考
え
さ
せ
る

○
対
句
形
式
に
よ
る
展
開
を

四
人
t
グ
ル
ー
プ
で
西
洋

紙
へ
図
示

○
次
時
ま
で
に
模
造
紙
へ
措

雷
を
指
示

E
、
三
つ
の
グ
ル
ー
プ
を
選
び

発
表
説
明

(
全
員
に
よ
る
批
評
・
評
価
)

F
、
指
導
者
の
批
評
・
評
価

「
特
に
対
句
形
式
の
破
綻
に

力
点
)

-
ま
ぢ
か
く
は
-
-
清
盛
公
と
申
し
し
人
の
一
骨
一
(
お
ご
れ
る
心
、
た
け
き
こ
と
の
あ
り
さ
ま
)

伝
へ
承
る
こ
そ
心
も
こ
と
ば
も
及
ば
れ
ね
0

1
第
二
節
要
旨

人
二:> *!二

、家
fl i斗pJ
!> ii'チ

の」
mm
場半
のの

せ
方

ijI

G
t
課
題
五
'
六
を
発
関
す
る

○
前
段
第
1
節
の
各
文
な
ど

に
み
え
る
漢
文
訓
読
系
の

m
v
-
C
に
は
o

O
和
文
脈
と
漢
文
脈
と
の
混

合
を
叩
"
j
T
.
…
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Ⅲ
　
後
段
の
諭
旨
の
庭
閲
を
系
図
を
完
皮
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
た
ど
る

桓
武
第
五
皇
子
　
　
無
官
無
位
失
　
平
の
姓
を
賜
わ
る

一
品
式
部
卿

開
聞
L
I
l
国
岨
l

上
総
介

(
国
香
)

山
_
.
.
㍗
-

L
一
鎮
守
府
将
軍

こ
の
六
代
は
諸
国
の
受
領
・
仙
籍
不
可
許

葛
原
九
代
後
胤
一

刑
部
郷

-
維
衡
-
正
度
-
正
衡
-
[
円
囲
」
「
一
個
〓
埴
-
清
盛

讃
岐
守

-
　
詑
盛
　
　
-
　
　
維
盛

i

　

.

I

.

,

.

.

Ⅳ
　
∧
主
題
の
確
認
V

H
　
後
段
の
清
盛
の
系
譜
は
'
む
し
ろ
次
の
「
殿
上
の
闇
討
ち
」
の
段
に
入
れ
る
べ
き
性
格
の
も
の

(
「
殿
上
の
闇
討
」
の
冒
頭
「
し
か
る
を
忠
盛
備
前
守
た
り
し
時
・
・
・
」
に
直
接
続
く
)

脚
　
前
段
の
主
題

「
諸
行
無
常
盛
者
必
衰
の
こ
と
わ
り
」
　
-
　
平
家
物
語
全
編
の
主
題
を
掲
げ
た
冒
頚
の
四
句
か
ら
作

者
が
武
士
の
興
亡
を
仏
教
的
世
界
初
か
ら
と
ら
え
て
い

る
こ
と
を
察
知

H
、
課
題
八
を
考
え
さ
せ
る

○
文
章
中
の
指
示
語
の
指
示

内
容
を
誤
り
な
き
よ
う
注

意
○
ノ
ー
ト
に
整
理
さ
せ
る

○
指
名
し
て
板
書

I
t
指
導
者
文
部
を
読
み
な
が

ら
補
充
完
成

J
t
官
職
表
の
見
方
を
辞
古
の

附
録
で
研
究
さ
せ
る
「
式

部
胸
」
　
「
刑
部
姻
」

U
S
'
E
n
?
郎
3
c
ォ
対
照
地
凹
で

「
讃
岐
」
　
「
上
総
」
を
調

べ
さ
せ
る

L
、
課
題
1
、
二
に
再
び
も
ど

っ
て
考
え
を
ま
と
め
る

○
ノ
ー
ト
へ
記
入
-
発
表

l
　
時
代
的
背
景
に
つ
い
て
'
文
体
と
内
容
と
の
関
連
に
つ
い
て
柵
足
説
明
す
る

Ⅲ
　
前
段
を
暗
謁
さ
せ
る

M
'
簡
潔
に
話
す

N
、
生
徒
の
暗
謁
で
結
ぶ
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Ⅵ
　
反
軍
と
今
後
の
問
題

H
　
実
践
し
て
み
る
と
課
題
の
不
備
が
め
だ
っ
て
く
る
。

a
'
発
問
そ
の
も
の
の
し
か
た
の
不
備

b
、
不
足
の
も
の
I
I
諜
斑
の
形
と
し
て
は
取
り
あ
げ
る
こ
と
の
で
き
な

い
問
題
が
ど
う
し
て
も
残
る
。
(
教
材
研
究
を
し
て
い
て
、
あ

る
い
は
尖
地
の
授
業
を
し
て
い
て
i
d
f
に
古
典
の
心
に
ふ
れ
る
と

き
の
あ
の
微
妙
な
味
わ
い
な
ど
)
I
こ
れ
が
諜
退
学
門
の
ひ

と
つ
の
限
界
で
も
あ
ろ
う
か
o

c
へ
選
ぶ
こ
と
の
む
つ
か
し
さ
　
-
　
ど
れ
を
ど
こ
で
重
点
的
に
と
り
あ
げ

る
か
、
ば
あ
い
に
よ
っ
て
は
'
ど
れ
を
い
か
に
ふ
る
い
落
と
し

て
行
く
か
に
苦
慮
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
痛
感
し
た
。

口
　
課
題
の
系
統
化
の
間
退

生
徒
の
発
達
段
階
に
応
じ
て
課
題
の
深
化
、
高
度
化
を
は
か
ろ
う
と
し
た

が
'
た
と
え
ば
「
文
語
の
き
ま
り
」
と
い
っ
た
一
応
の
体
系
が
定
ま
っ
て

い
る
項
目
は
配
列
が
ま
ず
ま
ず
や
れ
る
O

問
題
は
、
読
み
の
掘
り
下
げ
、
理
解
の
深
ま
り
、
心
情
の
追
求
の
度
合
い

な
ど
、
読
解
・
鑑
v
*
>
の
質
的
深
化
へ
高
度
化
を
ど
の
よ
う
に
し
て
は
か
れ

ば
よ
い
か
O
　
(
教
材
の
埋
ひ
方
、
教
材
の
レ
ベ
ル
ア
ッ
プ
は
そ
れ
と
し
て

課
題
の
形
と
し
て
ど
の
よ
う
に
)

臼
　
と
も
す
れ
ば
講
識
別
に
流
れ
や
す
い
古
典
学
封
の
マ
ン
ネ
リ
化
は
ふ
せ

げ
る
0
グ
ル
ー
プ
の
話
し
合
い
に
よ
る
諜
越
解
決
に
は
縛
に
生
徒
は
興
味

を
不
す
。
た
だ
封
得
事
項
が
明
ら
か
に
な
る
の
で
、
こ
れ
だ
け
や
っ
て
お

れ
ば
安
心
と
い
う
よ
う
に
安
易
に
流
れ
る
生
徒
も
出
て
-
る
の
で
注
意
が

肝
要
で
あ
る
.
(
そ
の
対
策
と
し
て
は
'
発
展
学
習
の
課
題
を
積
極
的
に

組
み
入
れ
て
'
そ
の
教
材
を
習
得
し
た
時
の
読
書
意
欲
と
興
味
の
延
長
と

A
し
て
開
通
教
材
を
読
ま
せ
る
と
か
、
あ
る
い
は
ま
た
、
た
と
え
ば
、
1
年

生
で
「
徒
然
草
」
の
教
材
を
習
っ
た
の
を
根
会
に
「
徒
然
草
」
の
参
考
H

t
冊
E
只
っ
て
自
宅
で
毎
日
着
実
に
読
ん
で
行
か
せ
る
。
二
年
生
で
「
枕
草

子
」
、
三
年
生
で
.
「
源
氏
物
語
」
と
い
う
ふ
う
に
。
I
こ
れ
ら
の
務
考

古
は
希
望
を
取
っ
て
共
同
購
入
し
、
読
み
か
た
を
指
導
し
学
期
試
験
に
範

囲
と
し
て
加
え
る
と
い
う
方
法
を
採
っ
た
。

何
　
主
体
的
学
門
を
め
ざ
し
た
も
の
が
、
か
え
っ
て
主
体
的
な
学
門
態
虻
を

阻
害
す
る
結
果
に
な
ら
な
い
よ
う
常
に
留
意
せ
ね
ば
な
ら
ぬ
こ
と
を
痛
感

し
た
o
　
(
課
題
の
質
を
相
当
に
精
選
し
高
め
て
行
く
努
力
と
'
積
み
頚
ね

に
よ
る
改
井
:
が
必
要
.
ま
た
、
あ
ま
り
観
密
化
す
る
こ
と
は
、
生
徒
の
思

考
の
自
由
を
奪
う
結
米
に
な
る
。
生
徒
の
試
行
丹
誤
の
余
地
を
残
す
よ
う

な
も
の
に
せ
ね
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
認
識
さ
せ
ら
れ
た
o
)

間
　
諜
迫
は
、
あ
く
ま
で
生
徒
の
実
態
に
根
ざ
し
た
も
の
で
な
く
て
は
な
ら

な
い
.
定
期
試
験
(
中
間
・
期
末
)
や
模
擬
試
験
(
校
内
・
中
プ
ロ
・
旺

文
社
)
や
'
適
宜
の
小
調
査
な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て
そ
の
実
態
を
は
あ

く
し
よ
う
と
し
て
い
る
0
今
後
も
っ
と
指
導
串
項
に
限
っ
た
実
態
調
査
を

も
適
宜
や
っ
て
課
題
作
成
の
基
礎
に
し
た
い
0
　
-
　
(
注
意
す
べ
き
は
'

そ
れ
で
な
く
て
も
テ
ス
-
の
多
い
現
在
で
、
蛙
従
の
嫌
悪
感
に
触
れ
な
い

よ
う
な
調
査
に
し
な
く
て
は
な
ら
な
い
。
)

的
　
大
学
入
試
と
い
う
除
き
去
り
が
た
い
現
実
に
も
対
処
す
る
た
め
に
、
木

帖
的
ハ
　
㌫
日
の
心
、
し
川
V
;
-
*
-
-
*
*
d
　
ホ
A
t
-
"
7
-
'
-
/
.
半
5
-
J
J
i
い
'
一
　
七
日
i
r
-
'
i
e
:
吐

ヽ

　

ヽ

的
に
読
解
し
て
行
-
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
表
現
を
通
し
て
作
者
の
思
想
と

ヽ

ヽ

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

ヽ

　

　

ヽ

ヽ

ヽ

人
間
を
読
み
と
る
こ
と
で
あ
る
。
　
-
　
こ
う
し
た
本
格
的
学
習
の
手
だ
て

と
し
て
今
後
も
認
退
学
門
の
長
所
を
姓
か
し
、
改
音
し
な
が
ら
推
進
し
て

行
き
た
い
。
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柑
　
今
後
は
(
で
き
れ
ば
グ
ル
ー
プ
学
習
に
よ
っ
て
生
徒
た
ち
み
ず
か
ら
の

手
で
問
題
を
作
成
す
る
と
こ
ろ
ま
で
も
っ
て
行
き
た
い
。
(
作
成
が
完
了

し
た
と
き
は
理
解
も
完
全
に
な
っ
て
い
る
よ
う
に
へ
そ
の
進
め
方
に
つ
い

て
今
後
検
討
し
て
行
く
考
え
で
あ
る
。
)

的
　
め
ざ
す
と
こ
ろ
は
、
生
徒
み
ず
か
ら
ボ
イ
ン
-
を
お
さ
え
た
諜
謎
を
'

自
分
で
自
分
の
意
識
の
中
で
作
り
出
し
、
そ
れ
を
ま
た
意
識
の
中
で
解
決

し
な
が
ら
読
み
進
め
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
す
る
こ
と
で
あ
る
。
テ
ー

マ
を
「
課
題
意
識
に
も
と
づ
く
」
と
し
て
い
る
所
以
で
あ
る
。

帥
　
仝
-
手
さ
ぐ
り
の
ま
ま
進
め
て
来
た
こ
の
学
習
法
、
不
備
な
と
こ
ろ
が

至
る
と
こ
ろ
に
目
立
ち
、
い
ま
だ
に
暗
中
模
索
'
あ
る
い
は
試
行
鉛
誤
の

連
続
の
あ
ゆ
み
で
あ
る
.
諸
賢
の
忌
恒
の
な
い
ど
批
判
、
ご
指
導
を
貼
わ

り
た
い
と
思
い
ま
す
。

な
お
本
稿
は
,
昭
和
四
十
二
年
八
月
十
三
日
、
第
八
回
広
島
大
学
国
語
教

育
学
会
で
口
頭
発
表
し
た
も
の
で
あ
る
.

(
広
島
県
立
柁
道
北
高
等
学
校
教
諭
)

m




